
太 田 孫 次 右 衛 門 （お お た  ま ご じうえ も ん ） １８５２－ １９１１ 

衆 議 院 議 員 を 務 め た 後 、赤 倉 温 泉 開 発 や 知 命 堂 病 院 創 立 に 尽 力 した 。 

衆 議 院 議 員 に な る  

 太 田 孫 次 右 衛 門 は 1852 年 （嘉 永 5 年 ）1 月 27 日 美 守 村

（現 ・三 和 区 ）大 字 錦 で 生 ま れ ま した 。太 田 家 は 江 戸 時 代

に 大 庄 屋 役 (お お じょうや や く)を 勤 め 、苗 字 帯 刀 (み ょうじた

い とう)を 許 され 、維 新 後 は 戸 長 役 (こち ょうや く)を 勤 め た 地

元 の 名 家 で した 。  

 1899 年 （明 治 22 年 ）、町 村 制 施 行 に よ って 美 守 村 が で き

た とき 、孫 次 右 衛 門 は 初 代 村 長 に な りま した 。そ の 後 、

1894 年 （明 治 27 年 ）か ら４年 間 、衆 議 院 議 員 に 選 出 され ま

した 。    

 人 格 円 満 に して 識 見 高 く正 義 感 の 強 い 彼 は 、改 進 党 (か い しん とう)に 所 属 して 活 発

な 政 治 活 動 を 行 い ま した 。地 元 で は 大 き な 課 題 とな って い た 郷 津 湾 (ご うづ わ ん )の 築

港 問 題 と信 越 線 の 直 江 津 駅 か ら新 潟 方 面 へ の 延 長 問 題 に 取 り組 み 、実 現 に む け た

両 期 成 会 (りょうき せ い か い )の 委 員 を つ とめ ま した 。ま た 、中 央 で は 明 治 期 を 代 表 す る

政 治 家 の 大 隈 重 信 (お お くま しげ の ぶ )を 盛 り立 て 早 稲 田 大 学 の 創 設 に 参 画 しま した 。  

 孫 次 右 衛 門 は 衆 議 院 議 員 を 2 期 務 め ま した が 、そ の 後 は 政 界 か ら退 き 、地 元 財 界

の 発 展 に 専 念 しま す 。 

  写 真 ：『新 潟 県 官 民 肖 像 録 』よ り 

知 命 堂 病 院 の 創 設 に 尽 力  

 1871 年 （明 治 4 年 ）、高 田 の 医 師 瀬 尾 玄 弘 (せ お げ ん こ う)は 四 の 辻 （現 ・西 城 町 3）

の 自 宅 で 「知 命 堂 」を 開 業 しま した 。孫 次 右 衛 門 は 地 域 医 療 向 上 に む け た 総 合 病 院

設 立 を め ざ す 瀬 尾 に 積 極 的 な 支 援 を 行 い 、1891 年 （明 治 24）、内 科 ・外 科 ・産 婦 人 科 ・

眼 科 か ら成 る 「知 命 堂 病 院 」の 創 設 に 尽 力 しま した 。   

 さらに 、孫 次 右 衛 門 は 病 院 の 前 に 別 宅 を 設 け て 、百 三 十 九 (ひ ゃ くさん じゅ うき ゅ う)

銀 行 （現 在 の 第 四 銀 行 ）の 創 設 な らび に 経 営 に か か わ り、長 期 に わ た り頭 取 を 勤 め ま

した 。ま た 、孫 次 右 衛 門 は 妙 高 市 赤 倉 付 近 に 土 地 を 所 有 して い た ことか ら、地 元 の

人 々 と連 携 して 温 泉 の 開 発 を 行 い ま した 。  

 晩 年 の 孫 次 右 衛 門 は 結 核 を 患 い 、神 奈 川 県 国 府 津 (こうづ )で 療 養 しま した が 、1911

年 （明 治 44 年 ）に 60 歳 で 亡 くな りま した 。 



 写 真 ： 昭 和 初 期 の 知 命 堂 病 院 の よ うす （『越 佐 大 観 』よ り） 

 


